
明
治
三
十
六
年
の
事
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
美
術
學
校
で
日
光
へ
修
學
旅
行

(222
頁
参
照
）

明
治
三
十
七
年
以
降
編
纂
関
係
書
類

明
治
四
十
四
年
ョ
リ
庶
務
書
類

同

支

部

書

類

明
治
四
十
四
年
四
月
再
調
会
員
宿
所
録

な
お
、
同
会
に
つ
い
て
は
外
に
次
の
よ
う
な
参
考
資
料
な
い
し
研
究
書
が
あ

る。

『
図
画
教
育
』
第
一
号
＼
第
二
十
一
号
（
明
治
一
二
十
六
年
＼
同
四
十
五
年
）
東

京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
第
八
号
、
第
十
八
号
欠
）

『
随
想
録
』
岩
田
倦
太
郎
著
（
昭
和
六
年
）

「
続

・
日
本
の
近
代
美
術
教
育
史
」
三
ー
六
。
金
子
一
夫
著
。
『
美
育
文

化
』
第
二
十
七
巻
第
八
号

1
十
一
号
（
昭
和
五
十
二
年
。

美
育
文
化
協
会
編
集
部
）

⑧

日
光
修
学
旅
行

本

年

十

月

の

日

光

修

学

旅

行

は

愉

快

な

旅

行

で

あ

っ

た

ら

し

い
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
二
号
の
「
日
光
は
が
き
だ
よ

り
」
に
寄
せ
ら
れ
た
各
科
生
徒
の
感
想
に
も
そ
れ
が
よ
く
現
れ
て
い
る
が
、
正

木
直
彦
も
次
の
よ
う
な
風
流
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。

同

同

同

同

同

同

図
画
教
育
会

一
冊

同
会
は
本
校
と
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
た
め
、
東
京
芸
術
大
学
美
術

学
部
に
は
同
会
に
関
す
る
左
記
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

を
し
た
事
が
あ
る
。
此
の
時
、
日
本
聾
の
方
で
は
川
端
玉
―章
、
荒
木
寛
畝
と

云
っ
た
老
大
家
の
外
に
、
寺
崎
廣
業
が
付
い
て
行
っ
た
。

さ
て
、
湯
元
の
宿
に
泊
つ
て
、
晩
飯
に
一
杯
飲
む
と
廣
業
は
急
に
元
氣
が

出
て
来
た
。
見
る
と
そ
の
家
の
唐
紙
が
張
替
へ
た
ば
か
り
で
、
上
の
小
壁
ま

で
ず
ー
つ
と
白
く
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
見
て
ゐ
る
中
、
勃
然
と
し
て
粛
心

起
り
、

『
一
っ

‘
や
ら
う
か
／．
』

と
云
つ
て
、
學
生
に
墨
を
磨
ら
せ
る
と
、
廣
い
唐
紙
か
ら
小
壁
に
績
け
て
、

そ
れ
へ
廣
業
が
一
氣
に
大
き
な
山
水
を
描
い
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
寛
畝
さ

ん
が
秋
の
事
だ
っ
た
の
で
紅
葉
を
描
き
、
玉
章
が
水
を
描
く
ー
と
云
っ
た
エ

合
で
見
る
間
に
偉
い
も
の
が
出
来
て
し
ま
っ
た
。

〔
あ
わ
て
〕

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
見
て
吃
驚
し
た
の
は
宿
の
女
中
で
、
周
章
て
主
人
に

注
進
し
た
。
主
人
も
駕
い
て
其
場
に
現
れ
、

『
折
角
張
っ
た
ば
か
り
の
唐
紙
を
、
こ
ん
な
に
汚
さ
れ
て
し
ま
つ
て
…
…
困

っ
た
こ
と
に
な
っ
た
…
…
。』

そ
ら
と
ぽ

と
澁
面
つ
く
つ
て
苦
情
を
云
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
廣
業
は
、
空
呆
け
て
、

『
い
や
、
そ
れ
は
氣
の
毒
な
事
を
し
た
。
で
は
、
も
う
一
度
張
替
へ
さ
せ
て

上
げ
よ
う
。
…
…
』

と
云
つ
て
笑
っ
て
ゐ
た
。
其
時
、
宿
の
主
人
を
廊
下
に
連
れ
出
し
て
何
か

さ
い
ぜ
ん

耳
打
を
し
た
者
が
あ
っ
た
。
す
る
と
、
間
も
な
く
、
主
人
が
最
前
と
は
打
つ

て
嬰
つ
て
、
袴
ま
で
穿
い
て
現
れ
、
座
に
現
れ
て
平
謝
り
に
あ
や
ま
っ
た

が
、
今
度
は
番
頭
に
、
績
々
張
り
た
て
の
唐
紙
を
運
ば
せ
て
来
て
、

『
ど
う
ぞ
、
此
慮
に
も
未
だ
張
替
へ
た
ば
か
り
の
が
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、
よ

ろ
し
か
っ
た
ら
何
な
り
と
お
描
き
下
さ
る
や
う
願
ひ
上
げ
ま
す
。
』
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と
云
ひ
出
し
た
。
廣
業
は
笑
っ
て
、

『
い
や
、
親
爺
、
も
う
澤
山
だ
。
吾
々
が
汚
し
た
の
も
、
す
ぐ
職
人
を
呼
ん

で
張
替
へ
さ
せ
や
う
か
？
…
…
』

と
、
か
ら
か
っ
た
。
斯
う
い
ふ
事
に
か
け
て
は
、
廣
業
は
類
の
無
い
逹
者

さ
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
時
の
綸
は
、
忽
ち
有
名
に
な
り
、
そ
の
縮
を
見
る

為
に
わ
ざ
／
＼
そ
の
宿
を
選
ぶ
、
と
い
ふ
や
う
な
人
も
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
、
惜
し
い
こ
と
に
火
事
で
燒
け
て
し
ま
っ
た
と
云
ふ
。

（
「
寺
崎
広
業
」

『
回
顧
七
十
年
』
昭
和
十
二
年
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）

⑨

美
術
祭

明
治
三
十
六
年
十

一
月
三
日
の
天
長
節
に
あ
た
り
、
校
友
会
は
本
校
設
立
十

五
年
を
記
念
し
て
美
術
祭
を
挙
行
し
、
あ
わ
せ
て
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
三
号
「
美
術
祭
之

巻
」
（
明
治
三
十
六
年
十
二
月
）
お
よ
び

『美
術
祭
紀
念
帖
』
（
同
校
友
会
編
。同一―
―

十
九
年
三
月
）
に
詳
し

い
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
美
術
祭
は

上
は
紳
代
よ
り
、
下
は
明
治
の
今
の
世
に
至
る
ま
で
、
澤
を
我
邦
の
美
術
に

遣
し
た
る
先
逹
矩
匠
と
、
遠
く
は
西
洋
諸
図
に
在
り
て
、
我
邦
今
代
の
美
術

に
功
績
あ
り
し
大
家
名
手
の
高
風
逍
徳
を
追
慕
す
る
の
餘
り
、
其
流
を
酌
む

幾
百
の
我
會
員
等
相
謀
り
て
一
場
に
會
し
、
其
英
成
を
請
し
て
之
を
祀
り
、

以
て
高
徳
の
存
す
る
所
を
仰
ぎ
、
以
て
虔
敬
の
衷
を
致
し
、
叉
謹
み
て
弔
慰

の
赤
誠
を
表
す
る
に
在
り
。

と
い
う
主
旨
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が
国
古
来
の
風
習
で
あ
る
と

こ
ろ
の
先
人
の
裔
風
遺
徳
を
称
え
る
祭
莫
や
欧
米
の
美
術
家
の
間
で
行
な
わ
れ

て
い
る
美
術
祭
な
ど
の
例
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
が
、
全
校
あ
げ
て
こ
の
よ
う
な

催
し
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、

美
術
学
校
騒
動
以
来
の
動
揺
が
静
ま
り
、
校
内
の

空
気
が
安
定
し
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
正
木
直
彦
は
前
年

二
月
の

『
教
育
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
談
話
の
な
か
で
、

「
欧
米
に
て
は
美
術

家
を
出
し
た
る
郷
里
に
て
は
其
の
美
術
家
の
た
め
に
祭
を
な
し
頌
徳
の
碑
を
立

て
以
て
其
の
郷
里
の
飾
と
も
な
し
榮
唇
と
な
す
の
風
は
決
し
て
珍
ら
し
か
ら

ず
」
と
芸
術
上
の
偉
人
を
た
た
え
る
風
習
を
称
賛
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

見
て
正
木
自
身
も
美
術
祭
挙
行
に
は
大
い
に
賛
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
長
節
に
開
催
し
た
の
は
計
画
の
決
定
が
九
月
で
、
十
月
四
日
の
設
立
記
念
日

ま
で
に
準
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
第
一
回
美
術
祭
」
と
銘

打
っ
て
開
催
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
の
後
も
逐
次
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た

ら
し
い
が
、
実
現
せ
ず
、
校
友
会
の
美
術
祭
と
し
て
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
だ

こ。
キー

っ
後
々
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
た
こ
の
空
前
絶
後
の
美
術
祭
は
、
今
日
の
学
園
祭

と
は
全
く
異
な
り
、
教
師
と
生
徒
が

一
体
と
な
っ
て
そ
の
準
備
や
進
行
に
あ
た

り
、
と
も
に
祝
い
楽
し
ん
だ
。
監
事
長
高
村
光
雲
、
幹
事
大
沢
三
之
助
、
羽
田

禎
之
進
、
石
井
吉
次
郎
ら
の
も
と
に
教
師
と
生
徒
が
各
種
の
役
目
を
分
担
し
て

祭
り
を
盛
り
上
げ
、
校
内
は
三
万
人
の
来
観
者
で
賑
わ
っ
た
。
左
記
は
当
日
の

催
し
も
の
の
概
況
で
あ
る
。

十

一
月
＝
―-
日

日
美
術
祭
式
典
午
前
九
時

祭
壇
（
竹
内
久
一

、
島
田
佳
突
、
関
保
之
助
ら
の
考
案
に
よ
る
）
を
前
に
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